
新燃岳周辺の土石流の発生条件に関する新燃岳周辺の土石流の発生条件に関する
現状と今後の対応現状と今後の対応についてについて

国土交通省 九州地方整備局

平成２３年１１月２日



霧島山（新燃岳）の噴火概要について霧島山（新燃岳）の噴火概要について
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噴火の概要（H23.11.1現在）

・新燃岳は、平成23年1月19日噴火以降、活発な活動が継続。
・爆発的噴火は、1月26日から3月1日までの計１３回発生
[噴火警戒レベルなど]
1月26日 噴火警戒レベル３（入山規制）に引き上げ
1月31日 入山規制エリアの拡大（ 2km → 3km ）
2月 1日 入山規制エリアの拡大（ 3km → 4km ）
3月22日 入山規制エリアの縮小（ 4km → 3km ）

○噴火の主な状況（気象庁ＨＰより）
1月19日01:30 噴火
1月26日15:40 噴火（高さ１５００ｍ）

1月26日18:00 噴火警戒レベル３（入山規制）に引き上げ
1月27日15:41 爆発的噴火（噴煙：高さ２５００ｍ以上）

1月28日12:47 爆発的噴火（噴煙：高さ１０００ｍ以上）
1月30日13:57 爆発的噴火（噴煙：雲のため不明）
1月31日 1:35 入山規制エリアの拡大（ 2km → 3km ）

2月 1日 7:54 爆発的噴火（噴煙：高さ２０００ｍ）
2月 1日11:20 入山規制エリアの拡大（ 3km → 4km ）
2月 1日23:19 爆発的噴火（噴煙：高さ２０００ｍ以上）

2月 2日 5:25 爆発的噴火（噴煙：高さ２０００ｍ以上）
2月 2日10:47 爆発的噴火（噴煙：高さ５００ｍ以上）

2月 2日15:53 爆発的噴火（噴煙：高さ３０００ｍ）
2月 3日 8:09 爆発的噴火（噴煙：高さ１５００ｍ）
2月11日11:36 爆発的噴火（噴煙：高さ２５００ｍ）

2月14日 5:07 爆発的噴火（噴煙：雲のため不明）
2月18日18:16 爆発的噴火（噴煙：高さ３０００ｍ）
3月 1日19:23 爆発的噴火（噴煙：不明）

3月22日17:00 入山規制エリアの縮小（ 4km → 3km ）

Ｎ

霧島（御鉢、高千穂峰）

噴石の飛散状況（H23.1.27）爆発的噴火状況（H23.1.27）

降灰状況（H23.2.2） 災害対策用ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ「はるかぜ号」

噴火警報・噴火予報発令時における立ち入り禁止区域（新燃岳）

九州地方整備局
霧島山（新燃岳）の噴火概要について霧島山（新燃岳）の噴火概要について
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降灰等に起因する重大な土砂災害が想定される降灰等に起因する重大な土砂災害が想定される

時期及び土地の区域に関する見直しの経緯時期及び土地の区域に関する見直しの経緯についてについて
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九州地方整備局
霧島山（新燃岳）霧島山（新燃岳） 土石流避難基準（避難の参考となる基準）土石流避難基準（避難の参考となる基準）

２月１０日 宮崎県 発表

○２月４日に発表された九州地整の緊
急調査結果を踏まえて、警戒避難の

ための参考となる雨量基準（4mm/h）
を設定

【土石流災害に対する避難のための参考となる雨量基準見直しの経緯（１／２）】

３月１日 九州地方整備局 発表
「土石流災害に対する避難のための参考となる雨
量基準」

雨量基準を時間雨量１０ｍｍ（引き上げ）

３月１日 宮崎県 発表

○３月１日に発表された九州地整の
雨量基準の見直しを踏まえて、警戒
避難のための雨量基準を4mmから

10mmへ引き上げ

２月４日 九州地方整備局 発表

改正土砂災害防止法に準じた緊急調査結果
○三宅島の土石流発生（H12）の実績に基づき、
時間雨量４ｍｍ以上の雨量基準を宮崎県及び関

係自治体へ提案

【市町の避難情報の基準】

○都城市2月9日発表、高原町2月10日発表
［避難勧告発令基準］
累加雨量20mmに達したとき若しくは１時間雨
量が4mm/h以上となり、さらに次の連続する
１時間の雨量が4mm/h以上とy予測されると
き

○都城市2月25日発表、高原町2月25日発表
［避難勧告発令基準］
１時間雨量が4mm/hに達した後、その後、連
続１時間雨量が4mm/h以上の雨量が継続し
たとき

○都城市3月4日発表
［避難勧告発令基準］
1時間10mm以上の雨量が予測されるとき

○高原町3月7日発表
［避難勧告発令基準］
24時間の先行雨量が、40mmに達し、1時間雨
量が10mmに達した後、その後も1時間10mm
以上の雨量が予測されるとき

○都城市5月6日発表
［避難勧告発令基準］
高野町の一部・御池町・吉之元町
1時間15mm以上の雨量が予想されるとき
山田町の一部・夏尾町
1時間20mm以上の雨量が予測されるとき

○高原町5月6日発表
［避難勧告発令基準］
24時間の先行雨量が、40mmに達し、1時間雨
量が15mmに達した後、その後も1時間15mm
以上の雨量が予測されるとき

５月２日 九州地方整備局 発表 土砂災害緊急情報第１号
「土石流災害に対する避難のための参考となる雨量基準」

高千穂峰東～南の土石流危険渓流
雨量基準を時間雨量１５ｍｍ（引き上げ）

丘陵部の土石流危険渓流

雨量基準を時間雨量２０ｍｍ（引き上げ）

○４月２７日～５月１日の降雨後に土石流発生確認調査を実施→異常なし

○５月１日改正土砂災害防止法施行

○２月２７日～２８日の降雨後に土石流発生確認調査を実施→異常なし

○１月２６日の爆発的噴火を受け１月２７日～２月３日に緊急調査を実施
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九州地方整備局

【土石流災害に対する避難のための参考となる雨量基準見直しの経緯（２／２）】

【市町の避難情報の基準】

○都城市6月6日発表 ［避難勧告発令基準］
1時間20mm以上の雨量が予想されるとき

○高原町6月6日発表 ［避難勧告発令基準］
24時間の先行雨量が、100mmに達し、1時間雨量
が20mmに達した後、その後も1時間20mm以上の

雨量が予想されるとき

６月６日 九州地方整備局 発表 土砂災害緊急情報第２号
「土石流災害に対する避難のための参考となる雨量基準」
高千穂峰東～南の土石流危険渓流

雨量基準を時間雨量２０ｍｍ（引き上げ）
丘陵部の土石流危険渓流
雨量基準を時間雨量２０ｍｍ（変更無し）

○６月５日の降雨後に土石流発生確認調査を実施→異常なし

霧島山（新燃岳）霧島山（新燃岳） 土石流避難基準（避難の参考となる基準）土石流避難基準（避難の参考となる基準）

６月２９日 九州地方整備局 発表 土砂災害緊急情報第３号
「土石流災害に対する避難のための参考となる雨量基準」
高千穂峰東～南の土石流危険渓流

雨量基準を時間雨量３５ｍｍ（引き上げ）
丘陵部の土石流危険渓流

土砂災害警戒情報が発表されたとき（変更）

○６月１０日～２６日の降雨後に土石流発生確認調査を実施→異常なし

○都城市6月30日発表 ［避難勧告発令基準］

高野町の一部・御池町・吉之元町
時間35mmに達するとき

山田町の一部・夏尾町
都城市に土砂災害警戒情報が発表されたとき

○高原町7月1日発表 ［避難勧告発令基準］
先行雨量が、150mmに達し、1時間雨量が35mm

に達した後、その後も1時間35mm以上の雨量が
予想されるとき

上記上記ようなような経緯で雨量基準の見直しを行ってきましたが、台風時期の終了を踏まえ、経緯で雨量基準の見直しを行ってきましたが、台風時期の終了を踏まえ、
これまでの新燃岳周辺の土石流の発生条件に関する調査を行って参りました。これまでの新燃岳周辺の土石流の発生条件に関する調査を行って参りました。

5

区域については、土砂災害緊急情報１号（平成区域については、土砂災害緊急情報１号（平成2323年年55月月22日）から見直しはありませんでした。日）から見直しはありませんでした。



噴火から現在までの降雨の状況について噴火から現在までの降雨の状況について
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九州地方整備局

土石流発生有無確認調査

都城市都城市における降雨と土砂災害における降雨と土砂災害警戒情報について（１）警戒情報について（１）

都城市　　折田代・荒川内雨量観測所の降雨と土砂災害警戒情報
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折田代 時間 都城市吉之元町
荒川内 時間 都城市御池町
折田代 累加 都城市吉之元町
荒川内 累加 都城市御池町
土砂災害警戒情報発令期間

（１）平成２３年６月１４日２４時～６月２０日２４時（１）平成２３年６月１４日２４時～６月２０日２４時

6月16日 9時35分～6月16日 19時40分 6月20日 12時10分～6月20日 22時50分

【時間最大雨量】

折田代：６９mm

荒川内：６０mm
【累加雨量】

折田代：３００mm

荒川内：３０３mm
【時間最大雨量】

折田代：４５mm

荒川内：３９mm

【累加雨量】

折田代：２９９mm

荒川内：２７５mm

土砂災害警戒情報がこれまで土砂災害警戒情報がこれまで計３回発表計３回発表されましたが、土石流によるされましたが、土石流による氾濫被害は発生しませんでした氾濫被害は発生しませんでした。。
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都城市　　折田代・荒川内雨量観測所の降雨と土砂災害警戒情報
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折田代 時間 都城市吉之元町
荒川内 時間 都城市御池町
折田代 累加 都城市吉之元町
荒川内 累加 都城市御池町
土砂災害警戒情報発令期間

九州地方整備局

土石流発生有無確認調査

都城市都城市における降雨と土砂災害警戒情報について（２）における降雨と土砂災害警戒情報について（２）

（２）平成２３年９月１８日２４時～９月２１日６時（２）平成２３年９月１８日２４時～９月２１日６時

【時間最大雨量】

折田代：３４mm

荒川内：４０mm

【累加雨量】

折田代：３２４mm

荒川内：３５９mm

9月20日 6時45分～9月21日 2時50分
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九州地方整備局

土石流発生有無確認調査

高原町高原町における降雨と土砂災害警戒情報について（１）における降雨と土砂災害警戒情報について（１）

高原町　　矢岳・狭野雨量観測所の降雨と土砂災害警戒情報
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矢岳 時間 高原町
狭野 時間 高原町
矢岳 累加 高原町
狭野 累加 高原町
土砂災害警戒情報発令期間

6月16日 9時35分～6月16日 19時40分

【累加雨量】

矢岳：３６１mm

狭野：３１８mm

【時間最大雨量】

矢岳：３５mm

狭野：３７mm

【時間最大雨量】

矢岳：３２mm

狭野：２９mm

【累加雨量】

矢岳：３１７mm

狭野：３００mm

（１）平成２３年６月１４日～６月２０日２４時（１）平成２３年６月１４日～６月２０日２４時

土砂災害警戒情報がこれまで土砂災害警戒情報がこれまで計２回発表計２回発表されましたが、土石流によるされましたが、土石流による氾濫被害は発生しませんでした。氾濫被害は発生しませんでした。
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高原町　　矢岳・狭野雨量観測所の降雨と土砂災害警戒情報
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矢岳 時間 高原町
狭野 時間 高原町
矢岳 累加 高原町
狭野 累加 高原町

土砂災害警戒情報発令期間

九州地方整備局

土石流発生有無確認調査

高原町高原町における降雨と土砂災害警戒情報について（２）における降雨と土砂災害警戒情報について（２）

（２）平成２３年９月１８日２４時～９月２１日６時（２）平成２３年９月１８日２４時～９月２１日６時

9月20日 6時45分～9月21日 2時50分

【累加雨量】

矢岳：４３１mm

狭野：３８５mm

【時間最大雨量】

矢岳：４０mm

狭野：３０mm
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九州地方整備局

周辺の周辺の雨量観測所における実績最大時間雨量雨量観測所における実績最大時間雨量（（H23.2.10H23.2.10～～H23.9.20H23.9.20））

土石流発生有無確認調査

11



九州地方整備局

土石流発生有無確認調査

周辺の周辺の雨量観測所における雨量観測所における３５３５mmmm以上の以上の降雨降雨実績回数実績回数(H.23.2.10(H.23.2.10～～H23.9.20H23.9.20））
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13

調査調査11 発生源斜面における表面状況の定点調査結果発生源斜面における表面状況の定点調査結果

調査調査22 簡易浸透能試験結果簡易浸透能試験結果
調査調査33 高崎川流域のガリーの発達状況高崎川流域のガリーの発達状況

調査調査44 高千穂峰東～南斜面の土砂移動の定点観測高千穂峰東～南斜面の土砂移動の定点観測

調査内容内容

新燃岳周辺の土石流の発生条件に関する新燃岳周辺の土石流の発生条件に関する
調査結果について調査結果について



九州地方整備局

10月の調査と5月の調査を比較すると、降灰のあった斜面において、火山灰の消失及び表
面の固化が一部解消されるなど、状況の改善が認められます。

【調査結果1】 発生源斜面における表面状況の定点調査結果（1）

状況の改善が認められる地点

15

火山灰調査シート例

14



九州地方整備局

土石流の発生につながる可能性のある地点数は減少（31→20箇所）。変化のない地点の状況につい

ても、前回調査に比べて、火山灰の流失、固化厚の減少により改善されています。

【調査結果1】 発生源斜面における表面状況の定点調査結果（2）

表面固化の消失 火山灰の多くが流失

細かい火山灰、周囲のリル等の消失 火山灰の多くが流失

表面固化の消失 表面固化厚の減少（2mm→1mm）

７－2（横尾川１）

３５－５（荒襲谷）

２－２’（望原谷１）

３５－２（荒襲谷）

２－３（望原谷１）８－４（横尾川２）

５月調査時

５月調査時 １０月調査時

１０月調査時

１０月調査時 １０月調査時

１０月調査時

１０月調査時５月調査時

６月調査時

５月調査時

５月調査時

1615



九州地方整備局
【調査結果2】 簡易浸透能試験結果（１）

16
※試験結果の数値はあくまでも本試験方法による結果であり、絶対値としての浸透能を表すものではありません。

【火山灰】
火山砕屑物のうち空中に放出され風によって運
搬され堆積した直径2mm以下の粒子。

【軽石】
多孔質で白～淡色を呈する火山砕屑物。急激
な減圧によるマグマの発泡・破砕を伴う爆発的
噴火（例えばプリニー式噴火）の際に生じたマグ
マ片が急冷したもの。

平成２３年１月の噴火で火山灰で覆われた斜面では、１０月時点で比較すると、簡易な試験
による浸透能値が周辺斜面と大差なくなっています。



九州地方整備局
【調査結果２】 簡易浸透能試験結果（２）

H23.3

H23.10

82mm厚さの軽石の上
に火山灰が8mm堆積。

表面の火山灰は殆ど無くなり軽
石が露出。火山灰の一部は流さ

れ軽石層内に入込んでいる。H23.8

火山灰
15mm
堆積。

火山灰は一部
流され、10mm
未満。新たな
落葉あり。

H23.10

地点a  （高千穂川）

簡易な試験による浸透能値が周辺斜面と大差なくなっていることの一因としては、何らかの
理由により、地表面を覆っていた細かな火山灰の層が無くなっていることが考えられます。

1817

地点b  （横尾川3）



九州地方整備局

新燃岳火口の南東側（鹿児島側・宮崎側とも）に、噴火後に新たなリル・ガリーの発生が認めら
れました。この分布域は細かな降灰のあった方向に依存していると考えられます。6/29以降は
大きな変化はみられません。

【調査結果３】 上流部のガリーの発達状況(1)

判読範囲

降灰方向

6月29日 9月23日

リル発生域
(噴火前はナシ)
6/29時点
6/29～9/23拡大部

ガリー
噴火前
噴火～5/31間に発生
5/31～6/29間に発生
6/29～9/23間に発生

ガリー：リルが発達したもの

リル： 雨水が集まるにことよっ

て洗掘された浅い溝

18



九州地方整備局

新燃岳付近のリル・ガリーの発達スピードは遅くなったように見えます。

【調査結果３】 上流部のガリーの発達状況(2)
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期間総雨量
1,707mm

期間総雨量
1,906mm

5/31～6/29と、6/29～9/23とを比べると、
総雨量は同程度だが、リル・ガリーの発達

スピードが鈍化している。

19
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九州地方整備局

【調査結果4】 高千穂峰東～南斜面の土砂移動の状況（1）

今までの豪雨によって、谷の出口付近まで土砂の移動が認められた場所があります。

矢印は土砂移動の形跡が見られる範囲。

2120



県道31号

国道223号

新燃岳

御鉢 高千穂峰

荒川内川

荒
襲
川

九州地方整備局

台風後（9/24）

6月

荒川内川上流砂防堰堤

6/17

台風後(9.23)

22

土砂移動の形跡

【調査結果４】 高千穂峰東～南斜面の土砂移動の状況（２）

今までの豪雨によって、望原谷の下流の緊急ブロックまで土砂が到達しましたが氾濫はしま
せんでした。



九州地方整備局

除石状況（除石状況（5/9)5/9)

捕捉状況（捕捉状況（6/26)6/26)

砂防堰堤の堆 砂 状 況

除石状況除石状況（（5/31)5/31) 捕捉状況捕捉状況（（9/22)9/22)

■荒川内上流緊急ブロック堰堤（都城市）

除石状況除石状況（（7/27)7/27) 捕捉状況捕捉状況（（9/22)9/22)

■矢岳３号砂防堰堤（高原町）

■高千穂第３砂防堰堤（高原町）

■大幡第４砂防堰堤（高原町） 捕捉状況（捕捉状況（6/26)6/26)

（（2010/11/7)2010/11/7)

梅雨期・台風期の降雨で、高崎川流域等の砂防堰堤で土砂が堆積しましたが、下流への被害
は認められませんでした。捕捉土砂の成分はほぼ数ｍｍの大きさで、先頭部に巨礫の集中す
るいわゆる典型的な土石流ではありませんでした。堆砂したこれらの砂防堰堤は除石により
緊急対応しています。

6/25～26出水 堆積量 8,600m3
9/15～20台風15号 堆積量 8,600m3

6/25～26出水 堆積量 10,300m3
9/15～20台風15号 堆積量 7,000m3

6/25～26出水 堆積量 7,200m3
9/15～20台風15号 堆積量 7,600m3

6/25～26出水 堆積量 なし
9/15～20台風15号 堆積量 2,500m3 22

【【調査結果４調査結果４】】 高千穂峰東～南高千穂峰東～南側斜面側斜面の土砂移動の定点観測（の土砂移動の定点観測（55））



九州地方整備局

部分的に土砂移動は認められましたが、土石流による被害は発生しませんでした。
しかし、土砂移動現象はおきていることから、今後も土砂移動する可能性が十分あり、
引き続き注意する必要があります。

24

【調査結果４】 高千穂峰東～南斜面の土砂移動の状況（２）

番号渓流名称 上流域での土砂移動 流域界下端付近の施設への影響
谷出口付近へ
の土砂の到達

① 武床谷 林道より上流域で土砂の堆積が見られた． 道路背面などに土砂の堆積は見られない． △

② 荒襲谷 河床の変動（主に侵食）が見られた． 治山堰堤（除石済み）に土砂の堆積が見られる． △

③ 望原谷1 山頂直下でガリーの発達が見られた． 荒川内川上流緊急砂防堰堤工に土砂が捕捉される． ○

④ 望原谷2 ワイヤーセンサー付近で約15cmの土砂堆積が見られた． 緊急砂防堰堤工に土砂の堆積は見られない． △

⑤ 望原谷3 上流の合流点付近に土砂の堆積が見られた．
治山堰堤には土砂の堆積が見られるが、今回のもの
か不明である．

△

⑥ 中山谷1 流木の背面に堆積した土砂が見られる． 緊急砂防堰堤工に土砂の堆積は見られない． △

⑦ 中山谷2 最上流の治山堰堤に新しい土砂の堆積が見られる． 下流の治山堰堤に大きな変化は見られない． △

⑧ 横尾川1 僅かに土砂の移動が見られるが、大きな変化はない． 道路背面（ポケット）などに土砂の堆積は見られない． ×

⑨ 横尾川2 山頂直下でガリーの発達が見られた． 施工中の治山堰堤に土砂が捕捉された． ○

⑩ 横尾川3 渓床の侵食、土砂の堆積が見られる． 最下流治山堰堤に土砂の堆積が見られる． ○

⑪ 御池川1 大きな変化は見られない． 国道付近の流路工に土砂の堆積などは見られない． ×

⑫ 祓川 渓床に新しい土砂が堆積するが大きな変化は見られない． 祓川第1砂防堰堤内に大きな変化は見られない． ×

⑬ 皇子川1 30cmの流水痕跡などが見られる． 用水用調整池に土砂が流入し、埋めた． ○

⑭ 皇子川2 県道付近に土砂の流出跡が見られる．
流域下端付近には土砂の堆積が見られるが、今回の
ものか不明である．

△

○：谷出口付近に到達
△：谷出口付近に到達していないが上流部で土砂移動あり
×：顕著な土砂移動は見られない

23



24

丘陵部土石流危険渓流の土砂移動の丘陵部土石流危険渓流の土砂移動の
定点観測定点観測についてについて



九州地方整備局

25

作成中

丘陵部の土砂移動の定点観測丘陵部の土砂移動の定点観測

作成中

（下流部危険渓流（２１渓流）の観測結果）

噴火後に認められた表面の固結は消失し、渓流内の植生が回復傾向を示していること
が確認されました。噴火後の豪雨での土石流の発生は確認されませんでした。

古江川３ 東牛ノ脛

H23.9 H23.9



まま とと めめ

26



九州地方整備局

◆本年１月末の噴火以降、土砂災害警戒情報が都城市 ３回、高原町 ２回発表されました

が、これまで土石流による被害は発生しませんでした。

調査結果のまとめと今後の対応方針について調査結果のまとめと今後の対応方針について

27

◆発生源斜面における表面状況の調査によって、前回調査と比べて細かい火山灰の流失

及び表面の固化状況の改善が確認されています。

◆浸透能試験によって、前回試験と比べて地表面の細かな火山灰の流失などによる、浸透

能の回復を確認しています。また、火山灰の堆積のなかった北側や西側とほぼ同様の結

果となっています。

◆新燃岳山頂周辺のガリーの発達状況の調査によって、６月２９日以降大きな変化も

なく、前回調査と比べると、総雨量は同程度ですが、リル・ガリーの発達が小さくなっている

ことを確認しており、スピードが鈍化しているとも考えられます。

◆しかしながら、新燃岳に近い上流部において土砂の流出が認められましたので、これまで

発生源における調査を行って参りました。



◆なお、火山活動は依然として継続中であることから、土砂災害防止法第27条に基づく緊

急調査は引き続き実施します。また今後、現地の状況により、重大な土砂災害の急迫し

た危険性が確認された場合には、改めて土砂災害緊急情報を通知する場合があります。

九州地方整備局
調査結果を踏まえた今後の対応方針について調査結果を踏まえた今後の対応方針について
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◆これまでの降雨の実績と土砂の流出の状況、土石流の発生条件に関する調査から、

本年１月末以降の噴火に伴う降灰等の影響を受けた３５渓流については、通常より少ない

降雨量で重大な土砂災害が急迫する危険性が低下したと考えられます。

◆しかしながら土砂災害警戒情報が発表される程度の大雨時には土石流が発生する危険

性があることから、宮崎県と宮崎地方気象台が発表する土砂災害警戒情報が発表された

際には、噴火前から設定されている土砂災害警戒区域等は十分警戒する必要があると考

えられます。

◆国土交通省は、噴火以降これまで緊急的な土石流氾濫対策を実施し、監視体制の強化

につとめて参りましたが、引き続き、新燃岳周辺の土砂移動の調査実施し、必要に応じ緊

急的な対策を行いつつ、地域の安全度を高めるための砂防設備の整備を進める予定です。



荒
川
内
川

荒
襲
川

祓川

高千穂川
花堂橋

神武大橋

高千穂流路工

新燃岳

下川原橋

高千穂第３砂防堰堤上流

大幡第１砂防堰堤

大幡第２砂防堰堤

矢岳床固工群

矢岳第６砂防堰堤

高千穂第５砂防堰堤

高千穂第３砂防堰堤

荒襲川砂防堰堤

折田代川砂防堰堤

荒川内川（上流）砂防堰堤

祓川第１砂防堰堤（２基）

荒川内川砂防堰堤

九州地方整備局

監視カメラ監視カメラ土石流センサーの設置と情報の提供

【【参考参考】】土石流監視体制の強化と情報提供土石流監視体制の強化と情報提供

・宮崎県、都城市及び高原町職員携帯へ自動メール配信により土石流発生の情報提供

渓流監視用カメラによる土石流映像情報の提供

・宮崎県を経由しカメラの映像を都城市や高原町へ情報提供

新規設置渓流監視カメラ

上記各施設に本堤２本、副堤２本の計４本設置している。

1.0m
0.5m

0.5m 1.0m

ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ(既設)

渓流監視カメラ

渓流監視カメラ（2月 2日から自治体へ配信）

ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ(新設)

噴火（山体）監視カメラ

渓流監視カメラ（3月 4日から自治体へ配信）

噴火（山体）監視カメラ(追加）

緊急的除石工事

緊急的土石流対策工事

渓流監視カメラ（3月 13日から自治体へ配信）

渓流監視カメラ（2月 9、10日から自治体へ配信）

ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ

設置日 配信開始日 配信基数

既設 H23.2.2 10 基

H23.2.9 H23.2.9

H23.2.10 H23.2.10

H23.3.2
～
H23.3.4

H23.3.9 H23.3.13 1 基

17 基

・高千穂第３砂防堰堤

・荒襲川砂防堰堤
・折田代川砂防堰堤

・荒川内川砂防堰堤

合計

・ ・

備考

・内7基、関係自治体配信

・荒川内川（上流）砂防堰堤

3 基

H23.3.4 3 基

・祓川第１砂防堰堤（２基）

荒川内川砂防堰堤

※一部図示

祓川（その１）

設置日 配信開始日 配信基数 設置箇所

既設 H23.2.2～ 6基 高千穂川、高崎川、大幡川

H23.2.10～H23.6.10
まで

H23.2.10～ 17基
荒川内川、望原谷川、中山谷、丸谷川、荒襲川、御池川、祓
川、武床谷、皇子川

合計 23基
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九州地方整備局

宮崎自動車道

高原町役場

都城市役所
国道10号

鹿
児
島
県

宮
崎
県

三股町

霧島市

小林市
えびの市湧水

町

曽於市

新燃岳

２ｋｍ

３ｋｍ

４ｋｍ

1
2

4 5
7

8 9

11

12

13
14 15

16

17

18

21

24

29

30

31

32

33

34 35

6

10

19

20

22

23

25

26
27

28

3

霧島市

御鉢

武床谷【土のう積，ブロック積】

望原谷２、３【ブロック積、除石】

丸谷第２砂防堰堤【除石】

御池第１砂防堰堤【除石】

高千穂第１砂防堰堤【除石】

折田代川【除石】

荒襲川【除石,ブロック積，土のう積】
荒川内川上流【除石】【ブロック積，土のう積】

番号 土石流危険渓流渓流番号 渓流名

1 04-202-1-018 中山谷１

2 04-202-2-020 望原谷１

3 04-202-2-021 望原谷２

4 04-202-2-022 望原谷３

5 04-202-2-023 中山谷２

6 04-202-2-504 馬渡川２

7 04-202-2-505 横尾川１

8 04-202-2-506 横尾川２

9 04-202-2-507 横尾川３

10 04-202-2-508 東牛ノ脛

11 04-344-1-503 古江川３

12 04-344-1-504 古江川４

13 04-344-1-505 城ヶ尾川２

14 04-344-1-506 下是位川内川１

15 04-344-1-507 下是位川内川４

16 04-344-1-508 浜之段川

17 04-344-1-509 瀬之口川

18 04-344-1-511 石風呂川１

19 04-344-1-512 山田川

20 04-344-2-501 池之原川

21 04-344-2-502 上是位川内川

22 04-344-2-503 上椎屋川

23 04-344-2-504 石風呂川２

24 04-344-2-506 石風呂川３

25 04-344-2-507 修行川

26 04-344-2-508 和田ノ上川７

27 04-344-2-509 和田ノ上川８

28 04-344-2-510 和田ノ上川６

29 05-361-2-503 御池川１

30 05-361-1-503 祓川

31 05-361-2-504 皇子川１

32 05-361-2-505 皇子川２

33 04-344-1-510 平山川

34 04-202-2-014 武床谷

35 04-202-1-015 荒襲谷

蒲牟田第１砂防堰堤、蒲牟田川流路【除石】

国道223号

国道223号

矢岳第３砂防堰堤【除石】

高千穂第２砂防堰堤【除石】

高千穂第３砂防堰堤【除石】

祓川第１砂防堰堤、祓川流路【除石、土のう】

荒川内川【除石】

大幡第４砂防堰堤【除石】

土石流の氾濫に備え、緊急的に既設砂防堰堤の除石や氾濫防止のための対策を行っています。

6/25～26出水、9/15～20台風15号 で土砂堆積した堰堤

9/15～20台風15号 で土砂堆積した堰堤

緊急対策箇所図
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【【参考参考】】緊急土石流対策工事等の実施状況緊急土石流対策工事等の実施状況

中山谷【ブロック積、土のう】


